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Ⅲ．専門作業療法士制度：各論（摂食嚥下）  

 

【専門作業療法士（摂食嚥下）の分野の定義】  

  摂食嚥下分野とは、小児期から老年期までの幅広い年齢層であることに加え、食事動

作としての上肢機能、姿勢制御、摂食嚥下機能、食具を含む食事環境の調整などを幅広

く含む分野とする。食事をするという人の生活行為（機能）全般にわたる障害に対する

高度な作業療法の臨床実践の分野。  

 

【専門作業療法士（摂食嚥下）の取得要件 2】  

 

  専門作業療法士（摂食嚥下）の取得要件は、以下の 2～5）です。詳細は、表 2 を参照

してください。  

1）  認定作業療法士を取得していること（要件 1）。  

2）  研修実践として摂食嚥下分野のカリキュラムを修得（ 20 単位）していること。  

3）  臨床実践として専門単位合計 20 単位以上を修得していること。  

・10 年以上の経験（10 単位）  

・50 事例以上の経験（10 単位）  

4）  研究実践として、専門単位合計 10 単位以上を修得していること。  

・論文および著書として 4 単位以上  

  対象は、機関誌「作業療法」、日本摂食・嚥下リハビリテーション学会誌な

ど、国内外の査読付き論文（日本認知症ケア学会誌、老年精神医学雑誌、日

本保健科学学会誌、機関誌「感覚統合障害研究」など）で、論文内容が「摂

食嚥下」に関連したものに限ります。  

  著書の場合は、単著・共著は問わず、「摂食嚥下」に関連したものに限りま

す。  

・学会発表として 4 単位以上。  

・事例報告として登録制度に摂食嚥下事例を 2 例提出（ 2 単位）。  

認定作業療法士取得時の事例が摂食嚥下事例であれば、それを含めること

ができます。  

5）  教育と社会貢献の実践として、専門単位合計 10 単位以上を修得していること。 

・教育の実践として 5 単位以上。  

摂食嚥下分野の研修会の講師やシンポジストなどです。  

・社会貢献の実践として 5 単位以上。  

  雑誌等の査読、学会・研修会の運営、自治体事業、学校教員や家族への相談

対応、ボランティア活動への参画などです。  

 

 取得要件 1 の認定作業療法士および上記 2）〜5）の取得要件 2 を満たすことで、専門作

業療法士資格認定審査（試験）の申請を行う事ができます。  
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表 2 専門作業療法士（摂食嚥下）の取得要件 2  

具体的内容  基準単位数  

研
修
実
践  

専門分野の研
修カリキュラ

ムの修了  

研修カリキュラムの修了によって認定する  20 

計
20
単
位
以
上  

 

臨
床
実
践  

事例数  

専門分野におい
て必要な事例数

の経験  
50 事例以上の経験が必要  

 

10 
計
20
単
位
以
上  

勤務経験  

専門分野におけ
る一定の時間数
以上の勤務経験  

10 年以上の経験が必要  

 

10 

 

研
究
実
践  

論文・著書  

 
*すべて ISSN、

ISBN を取得して

いる専門分野に

関する書物であ

ること  

論文  

作業療法、日本摂食・嚥下リハ学会誌、食と生
活リハ研究学会雑、国際雑誌  

3  

共同著

者の場

合、専

門単位

を 0 . 5

倍  

4 以
上  

8 以
上  

計
10
単
位
以
上  

査読付き関連学会論文（日本認知症ケア学会
誌、老年精神医学雑誌、日本保健科学学会誌、
機関誌「感覚統合障害研究」など）  

2 

都道府県士会などが発行する学術誌  1  

その他の学術誌等（依頼論文）  1  

著書  
単著・編著  3  

 
共著  1  

学会発表  

 
**  

OT 学会  
OT 学会、国際 OT 学会  2  共同著

者の場

合、専

門単位

を 0 . 5

倍  

4 以
上  

都道府県士会主催の学会など  1  

その他の
学会・研
修会  

日本摂食・嚥下リハ学会、食と生活リハ研究
学会雑  

2  

専門分野の指定するその他の学会・研究会な
ど  

1  

***事例報告  

＊＊  

査読付き  

2 事例報告  

事 例 登 録
制度  

 

OT 協会の事例登録制度に登録。事例数は認定 OT

取得時に提出している場合は、その事例を含む
ことが可能  2 2 

学 術 誌 事
例報告  

作業療法、上記の学術誌の「実践報告（摂食嚥下
関係で事例報告の内容）」において報告  

 

 

教
育
と
社
会
貢
献
の
実
践  

教育の実践  

 
**  

講師・  
シンポジ
スト  

協会主催研修会  3  

5 以上  

計
10
単
位
以
上  

都道府県士会主催研修会  3  

SIG 主催研修会  3  

都道府県および市町村等行政機関主催の研修
会  

3  

その他（他団体の研修会講師、教育機関での
特別講義の講師など）  

3  

社会貢献  

 
**  

査読  雑誌等の査読（年単位）  2  

5 以上  

学会と  
運営  

主催
（学会
長、研
修会長
など）  

全国レベルの学会・研究会  5  

都道府県士会主催の学会・研究会
など  

3  

依頼
（座
長、司
会な
ど）  

全国レベルの学会・研究会  3  

その他の学会・研修会など  2  

自治体事業（委員会、相談事業など）への参画  3  

家族及び当事者さらには関係職種などからの相談への対
応（ 2 件以上）  

2  

ボランティア活動（作業療法士として行う、協会・都道府
県士会の主催する事業等）への参画  

2  

** 専門分野に関するものであること  

***事例報告は事例報告登録制度に登録するか、学術誌の実践報告等での事例報告を行う。２事例を報告すれば２
単位とする。併用可能。  
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1．  研修実践（研修カリキュラム修了により専門単位 20 単位を取得）  

1) 専門基礎研修カリキュラム（摂食嚥下）  

（1）  カリキュラム内容：専門作業療法士（摂食嚥下）の専門基礎研修は、基

礎Ⅰ～Ⅳで構成されています。各研修の目的、項目、コマ数を表 3 に示

します。  

  

表 3 専門作業療法士（摂食嚥下）：専門基礎研修カリキュラム  

 目的  研修項目  
コマ

数  

コマ数

合計  

専
門

基
礎
Ⅰ  

正 常 な 摂 食 嚥 下 の 機 構
お よ び 機 構 の 破 綻 に よ

る障害について専門・生
理・解剖・運動学の観点
より理解する。  

食べるって何？（食や食環境に関する文化や歴史、食べ

る障害が人に与えるメリットとデメリット）  
1  

7 

日本における摂食嚥下障害と作業療法の変遷（学会報

告や診療報酬などに見る）  
1  

摂食嚥下機構とその障害（生理・解剖・運動学の基礎を
踏まえた臨床症状について）  

2  

摂食嚥下機構の発達とその障害（生理・解剖・運動学の
基礎を踏まえた臨床症状について）  

2  

食事の自立に関与する諸因子の総論（成人・老人、小
児）  

１  

専
門
基

礎
Ⅱ  

摂 食 嚥 下 障 害 に 対 す る
チ ー ム 医 療 と し て の 各

職種の役割を理解する。 

摂食嚥下障害の診断と検査（成人・老人、小児）  

チーム医療、誤嚥性肺炎、リスク管理、代替え法、吸引
に関する知識等  

3  

7 

摂食嚥下障害と呼吸機能（ COPD、排痰等、ＰＴの役割） １  

摂食嚥下障害と ST（OT 協業と ST の摂食嚥下訓練の紹

介）  
１  

摂食嚥下障害と歯科  

（  OT 協業と口腔ケア）  
1  

摂食嚥下障害と栄養士（栄養管理、食物形態、調理方
法、増粘剤）  

1  

専
門
基

礎
Ⅲ  

摂 食 嚥 下 障 害 に 対 す る

ＯＴの基本的役割と、各
種 疾 患 別 の Ｏ Ｔ の 基 本
的役割を理解する。  

摂食嚥下障害に対するＯＴの役割（小児総論、在宅・施
設での役割（介護者の指導方法）を含む）  

１  

8  

摂食嚥下障害に対するＯＴの役割（成人・高齢者総論、
在宅・施設での役割（介護者の指導方法）を含む）  

1  

中枢・末梢神経疾患に伴う摂食嚥下障害（脳血管疾患・
パーキンソン病・反回神経麻痺など）  

1  

小児の摂食嚥下障害（肢体不自由・重複障害等）  1  

変性・神経 -筋疾患に伴う摂食嚥下障害（ ALS、MS など） 1  

老年期障害に伴う摂食嚥下障害（認知症、廃用症候群） 1  

内科・整形・外科疾患に伴う摂食嚥下障害（脊髄障害、
悪性腫瘍、 COPD など）  

1  

小児の摂食嚥下障害（発達障害・知的障害等）  1  

専
門

基
礎
Ⅳ  

摂 食 嚥 下 障 害 に 対 す る

基 本 的 な 評 価 か ら 治 療
ま で の 一 連 の プ ロ セ ス
と、さらにＯＴに不可欠

な 評 価 と 治 療 に つ い て
理解する。  

摂食嚥下障害に対する評価（小児）  2  

8 

摂食嚥下障害に対する評価（成人・高齢者）  2  

摂食嚥下障害に対する治療（小児：治療計画を含めて機
能訓練と摂食訓練のポイントを説明、福祉用具や補助
具の適応と選択、食事介助指導も含む）  

2  

摂食嚥下障害に対する治療（成人・高齢者：治療計画を
含めて機能訓練と摂食訓練のポイントを説明、福祉用
具や補助具の適応と選択、食事介助指導も含む）  

2  
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（2）  受講方法：上記、研修カリキュラム（表 3）をもとに開催される基礎研

修Ⅰ～Ⅳを受講します。基礎Ⅰ～Ⅳの研修は、基礎Ⅰ 7 コマ、基礎Ⅱ7 コ

マ、基礎Ⅲ8 コマ、基礎Ⅳ8 コマであり、いずれも 2 日間、4 回のスケジ

ュールで開催されます。研修時間割の例は図 6 のようになっています。 

研修の開催時期、会場、講師等の詳細は、「教育部研修会受講生募集案

内」や協会ホームページの専門作業療法士取得研修案内にて広報されま

す。研修会参加申し込みを確認し、必要な手続きを行ってください。  

  

図 6 基礎研修Ⅲの時間割の例  

 

（3）  受講記録：協会が主催する専門作業療法士研修においては、受講後、自

動的に会員ポータルサイトの受講履歴に記録されます。受講後に履歴が

更新されていることを確認してください。受講の際には、「生涯教育受講

記録」を提出し、基礎研修受講記録欄に記載してもらってください。そ

の後、「専門作業療法士研修  生涯教育受講記録（摂食嚥下分野）」の研

修実践に関する記録欄（P7~）に必要事項を転記しておきます。  

（4）  専門基礎研修の一部免除について：日本摂食・嚥下リハビリテーション

学会認定士は、専門基礎ⅠとⅡを免除します（表３）。  

 

2) 専門応用研修カリキュラム（摂食嚥下）  

（1）  受講資格：専門応用研修の受講資格として、専門基礎研修カリキュラム

のすべてを修了していること。  

（2）  カリキュラム内容：専門応用研修カリキュラムの各研修の目的、項目、

コマ数を表 4 に示します。  

 

表 4 専門作業療法士（摂食嚥下）：専門応用研修カリキュラム  

 目的  研修項目  コ マ 数  

専
門
応

用  

基礎知識をふま
えて技術の習得

を目的とし，高
い実践能力を身
につける。  

評価演習 (成人・高齢者・小児を想定して、受講者同士で行

う。観察評価は症例の動画を見て行う ) 

3  

治療演習 (成人・高齢者・小児を想定して、受講者同士で行
う。補助具作成・食物形態の加工・吸引モデルを使った吸引・
食事姿勢の設定等の実技演習を実施する ) 

4  

成人・高齢者の評価治療演習  7  

小児の評価治療演習  7  

成人・高齢者の摂食嚥下障害に対する事例検討 1 7 

小児の摂食嚥下障害に対する事例検討 1 7 

 

（3）  受講方法：上記、研修カリキュラム（表 4）をもとに開催される専門応

90分90分昼食90分90分2日目

9：00 10：30 12：00 13：00 14：30 16：00

90分
90分

昼食90分90分1日目

9：00 10：30 12：00 13：00 14：30 16：00

90分90分昼食90分90分2日目

9：00 10：30 12：00 13：00 14：30 16：00

90分
90分

昼食90分90分1日目

9：00 10：30 12：00 13：00 14：30 16：00
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用研修を受講する。  

研修の開催時期、会場、講師等の詳細は、「教育部研修会受講生募集案

内」や協会ホームページの専門作業療法士取得研修案内にて広報されま

す。研修会参加申し込みを確認し、必要な手続きを行ってください。手

続きには、受講資格の確認が含まれます。受講資格証明書（様式：専 OT-

6-1）に必要事項を記入し、研修会への申し込みの際に添付して下さい。 

なお、大学院などでの学習と同時進行をすることもあるため、専門応

用の研修を受けながら専門研究・開発の研修を同時に行うこともできま

す。  

（4）  受講記録：専門基礎研修の受講と同様に記録をしてください。  

（5）  専門応用研修の修了：専門応用研修のカリキュラムをすべて受講するこ

とにより、専門応用研修を修了とします。  

 

3) 専門研究・開発カリキュラム（摂食嚥下）  

（1）受講資格：研究開発の受講資格は、専門応用研修カリキュラムの受講資

格と同様であり、専門基礎研修カリキュラムの全てを修了していること。 

  専門研究・開発の受講については、表 5 の方法から選択し、順次進めてく

ださい。  

（2）カリキュラム内容：専門研究開発のカリキュラムを表 5 に示します。目

的、研修項目、実施形態等を示します。  

 

表 5 専門作業療法士（摂食嚥下）：専門研究・開発カリキュラム  

 目的  研修項目  実施形態  

専門  

研究・  

開発  

高 度 か つ 専 門 的 な 実 践
能 力 に 基 づ き 摂 食 嚥 下

の 作 業 療 法 に 関 す る 研
究・開発が実施でき、指
導法、評価法、効果判定

などができる。  

研究方法論（摂食嚥下

に関する基礎・臨床の
研究開発の実践）  

① 協 会 が 指 定 す る 専 門 研 究 ・ 開 発 e-

learining で 研 究 倫 理 や 研 究 方 法 を 学 習
し、研究・開発をすすめ、摂食嚥下に関す

る論文を作成する。  

専 門 分 野 の 指 導 を 受

け、研究開発を進める  

②大学院にて博士、修士の学位を修得（原

則として摂食嚥下に関する論文作成）  

 

（3）受講方法：表 5 の研修項目に掲載された課題を遂行します。表 5 の実施

形態のうち以下の 2 種のいずれかを遂行してください。  

①協会が指定する専門研究・開発 e-Learning「 ICR-web*」を受講し、よ

り発展した研究・開発を実践していきます。受講方法の詳細は日本作

業療法士協会ホームページからユーザー向け操作説明書をダウンロー

ドし、確認してください。受講証明として ICR-web が発行する 2 枚の

終了証（有料）が必要となります。  

 *ICR-web https://www.icrweb.jp/icr_index.php  

②大学院において博士、修士の学位を修得することによって専門研究・

開発の研修を修了したものとみなします。原則として、摂食嚥下関連

論文の作成が条件です。  

（4）受講記録：受講方法①については ICR-web が発行する 2 枚の修了証（有
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料）が必要となります。印刷し保管してください。受講方法②につい

ては大学院修了証と、原則として摂食嚥下に関する論文によって審査

を行いますので、これらの必要書類を大切に保管してください。必要

書類は、専門作業療法士資格認定審査申請時に研修実践の報告書に添

えて提出する必要があります。また、①②に関する論文、著書につい

ては、「生涯教育受講記録：認定作業療法士臨床実践の記録」に必要事

項を記載してください。基礎研修ポイントが発生するものは基礎研修

受講記録欄への記載も必要です。その後、「専門作業療法士研修生涯教

育受講記録（摂食嚥下分野）」の研究実践の記録（P3~）へも転記して

おいてください。  

 

2．  臨床実践（専門単位 20 単位以上を取得）  

1) 事例数（専門単位 10 単位を取得）  

（1）  専門分野における必要な事例数の経験：専門作業療法士（摂食嚥下）で

は、表 6 に示す疾患・障害に関して 50 事例以上の経験を必要とします。

事例の対象は幼児から高齢者までの摂食嚥下障害が望ましいですが、こ

れを限定するものではありません。現在までの勤務地条件に該当する年

齢層の事例数であればよいこととします。  

 

（2）受講記録：経験した事例は申請書類様式：専 OT-3-1「臨床実践に関する報

告書」を参考にし各自で記録を残しておくようにしてください。「専門作

業療法士研修生涯教育受講記録（摂食嚥下分野）」の臨床実践に関する記

録：事例数（P6~）へ随時記載しておいてください。あるいは、「臨床実

践に関する報告書（様式：専 OT-3-1）」へ随時記録しておいても結構で

す。  

 

表 6 経験すべき事例の障害と該当する疾患例  

 障害  疾患例  

臨

床

実

践  

肢体不自由・重複障害等  脳性麻痺、重症心身障害、筋ジス、腫瘍、整形

疾患など  

発達障害・知的障害等  自閉症、ADHD、学習障害、ダウン症、精神発

達遅滞など  

中枢・末梢神経     

進行・変性・神経 -筋  

CVD、パーキンソン病、ALS、MS、反回神経麻

痺など  

整形・外科・内科  脊髄損傷、悪性腫瘍、 COPD など  

老年期障害  認知症、廃用症候群など  

 

2) 勤務経験（専門単位 10 単位を取得）  

（1）  専門分野における一定時間以上の勤務経験：専門作業療法士（摂食嚥下）
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では、10 年以上の勤務経験を必要とします。施設の証明証を提出してい

ただきます。   

（2）  受講記録：勤務経験は申請書類様式：専 OT-3-1「臨床実践に関する報告

書」および「勤務証明書」「非常勤勤務証明書」を参考にし各自で記録・

証明書等を残しておくようにしてください。「専門作業療法士研修生涯

教育受講記録（摂食嚥下分野）」の臨床実践に関する記録：勤務経験（ P6~）

へ随時記入しておいてください。施設を移動された場合には、複数の施

設の証明証が必要となりますので、記録を残しておいてください。  

（3）  非常勤勤務の取り扱い：非常勤勤務の場合は、年間通算 400 時間以上の

勤務実績を 1 年の経験として換算します。複数の施設がある場合には、

合算しても可能です。ただし、1 年間で 800 時間を超しても 2 年とは換

算しません。  

 

3．  研究実践  

1) 論文・著書（専門単位 4 単位以上を取得）  

（1）  論文・著書：専門作業療法士（摂食嚥下）では、作業療法、日本摂食嚥

下リハビリテーション学会誌の他、査読付き関連学会論文（日本認知症

ケア学会、老年精神医学雑誌、日本保健科学学会、日本感覚統合学会、

OT ジャーナルなど）、その他国内外の「摂食嚥下に関連したもの」への

論文掲載が必要となります。また、摂食嚥下に関連した著書も対象とな

ります。必要となる専門単位数は、掲載された雑誌、筆頭かどうか、単

著か共著か、によって異なります。表 2 の取得要件 2 を確認してくださ

い。  

（2）  受講記録：研究実践の記録は申請書類様式：専 OT-4-1「研究実践に関す

る報告書」を参考にし各自で記録・論文などのコピーを残しておくよう

にしてください。「生涯教育受講記録：認定作業療法士臨床実践の記録」

に必要事項を記載してください。基礎研修ポイントが発生するものは基

礎研修受講記録欄への記載も必要です。その後、「専門作業療法士研修生

涯教育受講記録（摂食嚥下分野）」の研究実践の記録（P3~）へ転記して

おいてください。    

 

2) 学会発表（専門単位 4 単位以上を取得）  

（1）  学会発表：摂食嚥下分野に関する学会発表を行います。論文・著書同様

に、表 2 を確認してください。  

（2）  受講記録：研究実践の記録は申請書類様式：専 OT-4-1「研究実践に関す

る報告書」を参考にし各自で記録・抄録等のコピーを残すようにしてく

ださい。「生涯教育受講記録：認定作業療法士臨床実践の記録」に該当す

るものは必要事項を記載してください。基礎研修ポイントが発生するも

ので、協会および都道府県士会主催の学会においては会員ポータルサイ
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トに自動的に反映されますが、他団体・SIG 等が主催した学会等は各自

で手続きが必要です。詳細は協会ホームページにある生涯教育制度の概

要の「他団体・SIG 等のポイント申請」を確認してください。は基礎研

修受講記録欄へ記載してください。その後、「専門作業療法士研修生涯教

育受講記録（摂食嚥下分野）」の研究実践の記録（P3~）へ転記しておい

てください。   

 

3) 事例報告（専門単位 2 単位を取得）  

（1）  事例報告登録制度への登録：専門作業療法士（摂食嚥下）では、専門応

用研修修了のために 2 事例の登録が必要になります。  

登録する 2 事例は表 6 に示す疾患であることが望ましいですが、必ずし

も疾患を重要視するものではなく、摂食嚥下障害を合併していてその評

価と治療に作業療法士として関与したことが重要となります。  

また、認定作業療法士取得時の事例が摂食嚥下事例であれば、それを含

めることが可能です。   

     （1）事例報告 査読付き２事例（専門単位２単位を取得）  

       専門作業療法士（摂食嚥下）では、認定申請のために摂食嚥下事例２事例

を報告する必要があるます。方法として日本作業療法士協会学術部の事例

報告登録制度へ登録するか、または学術誌「作業療法」および摂食嚥下分

野が定める学術誌の実践報告において摂食嚥下関連の事例報告を行いま

す（査読付き）。2 つの方法を併用しても構いません。なお、日本作業療法

士協会学術部の事例報告登録制度を用いる場合、認定作業療法士取得時の

事例が摂食嚥下事例であれば、それを含めることができます (2021.04.)。 

 

（2）  受講記録：協会の事例登録制度に登録する場合は会員ポータルサイトに

事例登録のページから登録を行ってください。学術誌「作業療法」等学

術誌の実践報告において事例報告を行った場合は各自で記録、掲載され

た事例報告のコピーを残しておいてください。「生涯教育受講記録：事例

報告記録（P10~）」に必要事項を記載してください。その後、「専門作業

療法士研修生涯教育受講記録（摂食嚥下分野）」の研究実践の記録（ P3~）

へ転記しておいてください。  

 

4．  教育と社会貢献の実践  

1) 教育の実践（専門単位 5 単位以上を取得）  

（1）  教育の実践：専門作業療法士（摂食嚥下）では、研修会等での講師、シ

ンポジストなどを経験し、専門単位を取得していきます。専門単位数は、

研修会の種別により表 2 に定められています。  

（2）  受講記録：申請書類様式：専 OT-5-1「教育と社会貢献の実践に関する報

告書」を参考にし各自で記録・証明書等を残しておくようにしてくださ
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い。「生涯教育受講記録：認定作業療法士後輩育成指導経験・社会的貢献

の記録（P14~）」に該当するものは必要事項を記載してください。基礎研

修ポイントが発生するものは基礎研修受講記録欄へ記載してください。

その後、「専門作業療法士研修生涯教育受講記録（摂食嚥下分野）」の教

育と社会貢献の実践に関する記録（P4~）へ転記しておいてください。ま

た、教育と社会貢献の実践に関する報告書（様式：専門 OT5-1）に随時

記録しておいても結構です。  

 

2) 社会貢献の実践（専門単位 5 単位以上を取得）  

（1）  教育の実践：専門作業療法士（摂食嚥下）では、雑誌等の査読、学会・

研修会の運営、学校教員や家族などからの相談への対応（本務外）、自治

体事業やボランティア活動への参画などを経験し、専門単位を取得して

いきます。専門単位数は、研修会の種別により表 2 に定められています。  

（2）  受講記録：申請書類様式：専 OT-5-1「教育と社会貢献の実践に関する報

告書」を参考にし各自で記録・証明書等を残しておくようにしてくださ

い。「生涯教育受講記録：認定作業療法士後輩育成指導経験・社会的貢献

の記録（P14~）」に該当するものは必要事項を記載してください。基礎研

修ポイントが発生するものは基礎研修受講記録欄へ記載してください。

その後、「専門作業療法士研修生涯教育受講記録（摂食嚥下分野）」の教

育と社会貢献の実践に関する記録（P4~）へ転記しておいてください。ま

た、「教育と社会貢献の実践に関する報告書（様式：専門 OT5-1）」にも

随時記録しておいても結構です。  

なお、家族及び当事者さらには関係職種からの相談対応を行った場合

は、随時、相談記録も残しておいてください（専門 OT5-2）。  

 

5．  その他  

1) 取得要件 2 の読み替え  

次に示す読み替え要件をすべて満たす方は、摂食嚥下分野の 4 実践（研修実

践、臨床実践、研究実践、教育と社会貢献の実践）の要件をすでに満たしている

ものとみなします。  

（1）  臨床実践：日本作業療法士協会に入会後 10 年以上であり、なおかつ摂食

嚥下領域の臨床経験があると認められた者。  

（2）  研究実践：摂食嚥下分野に関する学会発表が 5 回以上、および表 2 に示

す論文 2 本以上（いずれも筆頭に限る）の実績があること。著書は、単

著、共著ともに論文 1 本にみなす。  

（3）  教育と社会貢献の実践：作業療法および他の領域での摂食嚥下に関する

講演経験がある、あるいは摂食嚥下関連の公的な委員会に所属した経験

があるなど優れた教育と社会貢献の実績を有すること。  
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 これに該当する方は、取得要件 1 の認定作業療法士を取得することによって

専門作業療法士資格認定審査（試験）の申請が行えます。  

 

2) 申請方法  

申請方法については、各論 14/29 ページをご確認ください。  

 

読み替え申請期間は終了しました。  
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【専門作業療法士（摂食嚥下）の資格認定審査 (試験 )申請の方法】  

 

1．  専門作業療法士（摂食嚥下）の資格認定審査 (試験 )申請  

    専門作業療法士（摂食嚥下）の取得要件１，２を満たした後、資格認定審査（試

験）申請を行います。下記 1）～3）の申請書類等を協会事務局まで郵送する（総論：

12．申請書類の送付先・問合せ先を参照）。  

  1）専門作業療法士資格認定審査  共通申請書類  

   （1）専門作業療法士資格認定審査  申請書類確認用紙  ･････ 様式：専 OT-

1-1 

   （2）専門作業療法士資格認定審査（試験）申請書     ･････  様式：専 OT-1-2 

   （3）作業療法士免許証の写し  

   (4)  認定作業療法士認定証の写し  

   （5）日本作業療法士協会の該当年度会員証の写し  

   （6）専門作業療法士研修 会員ポータルサイト受講記録  

   （7）都道府県士会の会員歴証明書  

   （8）資格認定審査料の振込を証明する書類等の写し  

 

  2）専門作業療法士認定審査  分野別申請書類  

   （1）研修実践に関する報告書           ･････ 様式：専 OT-2-1 

       上記報告書に添付する証明書類等（該当する場合）  

   （2）臨床実践に関する報告書           ･････ 様式：専 OT-3-1 

       勤務証明書               ･････ 様式：専 OT-3-2 

       非常勤勤務証明書            ･････ 様式：専 OT-3-3 

   （3）研究実践に関する報告書           ･････ 様式：専 OT-4-1 

       論文、著書、抄録の写し  

   （4）事例報告登録制度への登録 2 事例の写し  

（5）教育と社会貢献の実践に関する報告書     ･････ 様式：専 OT-5-1 

       証明する書類等  

       相談への対応に関する報告書        ･････ 様式：専 OT-5-2 

 

2．  申請書類作成上の注意事項  

    申請書類を作成するにあたり、巻末の申請書類一式をコピー、あるいは協会ホー

ムページ（http://www.jaot.or.jp/）からダウンロードして下さい。  

  1）申請書類は、楷書またはパソコンでわかりやすく、もれなく記載する。用紙  

が足りない場合には、コピーして使用するか、所定の様式に従って追加分を  

作成ください。ダウンロードした書類の書式は必要以上に変更しないでくだ  

さい。書類に不備があった場合には受理されませんので、ご注意ください。  

  2）年月日は、西暦で統一して下さい。  

  3）申請書類は、A4 サイズに統一して下さい。  

http://www.jaot.or.jp/
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  4）訂正がある場合には、訂正個所に二重線を引き、訂正印を押してください。  

修正液や修正テープは使用しないでください。  

  5）書類に不備があり、返却される場合以外、申請された書類は返却されません

（受講記録は認定証と共に返却されます）。  

 

3．  申請書類の記載方法  

  1）共通申請書類  

   （1）申請書類確認用紙（様式：専 OT-1-1）  

     ・申請時の確認と事務局受付時の確認に使用します。  

     ・連絡先は必ず記載して下さい。  

     ・申請する書類の枚数を記入し、必ず確認をしてください。  

（2）専門作業療法士資格認定審査（試験）申請書  

  ・太枠内に必要事項を記入する  

  ・写真を貼付する  

   （3）作業療法士免許証の写し  

     ・A4 サイズに縮小コピーし提出する。  

     ・改姓し、免許証と姓が異なる場合には、改姓を証明できるものの写し（運

転免許証、健康保険証のコピー等）を添付する。  

   （4）認定作業療法士認定証の写し  

     ・有効期限が切れていないかを確認してください。  

   （5）日本作業療法士協会の該当年度会員証の写し  

     ・会費を納入したが、会員証が手元に届いていない場合は、振込用紙の受

領証の写しを同封して下さい。  

   （6）生涯教育受講記録  

     ・表紙の所属士会、会員番号、氏名を記入して下さい  

・研修実践の受講状況等を確認します。  

     ・申請書類に記載したものと相違ないように確認下さい。  

   （6）専門作業療法士研修生涯教育会員ポータルサイト受講記録  

     ・表紙の所属士会、会員番号、氏名を記入して下さい  

     ・P11 の専門作業療法士申請書に必要事項を記入、捺印して下さい。  

・4 実践の取得状況等を確認します。  

     ・申請書類に記載したものと相違ないように確認下さい。  

・会員ポータルサイト受講履歴から専門作業療法士を選択、該当する分野

の研修実践の記録を印刷し、添付してください。  

   （7）都道府県士会の会員歴証明書  

     ・所属する都道府県士会から会員歴証明書を発行してもらう。  

     ・会員歴証明書の書式は、認定作業療法士新規・更新申請に使用するもの

と同様とする（認定作業療法士の申請および更新に関する手続き等解説

書‐第 1 版‐：P7）。  
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   （8）資格認定審査料の振込を証明する書類等の写し  

     ・資格認定審査料を指定の口座に振り込んで下さい（p15 参照）。 

     ・振込を証明する書類等の写し（ A4 用紙）を同封して下さい。  

 

  2）専門作業療法士認定審査分野別申請書類  

   （1）研修実践に関する報告書（様式：専 OT-2-1）、ならびに報告書に添付する

証明書類等（該当する場合）  

         ・研修カリキュラムの受講状況を受講記録会員ポータルサイトの受講履歴  

から転記して下さい。  

     ・専門基礎研修の免除条件である日本摂食嚥下リハビリテーション認定士

の方は、□にチェックを入れ、証明するものを添付して下さい。  

   （2）臨床実践に関する報告書（様式：専 OT-3-1）  

     ・勤務証明書（様式：専 OT-3-2）および必要に応じて非常勤勤務証明書（様

式：専 OT-3-3）を用いて所属施設の証明を受けて下さい。  

     ・勤務証明書から合計経験年数を算出し、 10 年以上であれば 10 単位に該

当します。その旨、記載して下さい。  

     ・経験事例数は、該当事例にチェックし、経験事例の主たる治療内容をカ

テゴリー化したものを記載して下さい。カテゴリーは、摂食 5 期、食

事姿勢、食具、その他（環境調整を含む）とします。 50 例以上で 10 単

位に該当します。  

   （3）研究実践に関する報告書（様式：専 OT-4-1）、ならびに添付する論文、著

書、抄録の写し  

     ・専門分野に関する論文、著書、抄録であること。  

     ・論文、著書は、掲載雑誌、単著か共著かなどにより、専門単位数が異な

ります。表 2 の取得要件 2 を参照して、専門単位数を算出して下さい。

論文・著書、学会発表、それぞれに関して専門単位数を算出して下さい。  

     ・論文の写しは、別刷り、あるいはコピーを用意する。ISSN を確認できる

頁も必ず加えて下さい。  

     ・著書は、必ずしも全頁をコピーする必要はありません。ISBN の確認、執

筆内容が専門分野に該当するか、単著か共著かが確認できるものを添付

して下さい。  

     ・学会抄録は、学会名、開催日時等の情報もあわせて用意して下さい。  

   （4）事例報告登録制度への登録 2 事例の写し  

     ・日本作業療法士協会学術部の「事例報告登録制度」を利用した場合  

①の公開中事例が専門分野に該当することを確認します。  

      ②協会ホームページの事例登録システムの登録事例一覧を印刷し、添付

して下さい。  

 ・分野で指定された学術誌に事例報告を投稿した場合  

①掲載された学術誌が専門分野が指定した雑誌に該当すること、事例が  
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専門分野に該当することを確認します。  

②掲載された事例報告の別刷りあるいはコピーを添付してください（学

術誌名、掲載号数などが確認できるようにコピーしてください）。  

（5）教育と社会貢献の実践に関する報告書（様式：専 OT-5-1、専 OT-5-2）、

および証明する書類等  

     ・専門分野に関する教育と社会貢献であること。  

     ・教育と社会貢献にはさまざまなものが含まれ、それぞれ専門単位数が異

なります。表 2 の取得要件 2 を参照して、該当するものを報告書に記入

して下さい。内容に関しては、簡潔で結構です。専門分野の内容である

ことが確認できるよう配慮下さい。  

     ・相談への対応に関する報告書については、相談 1 件につき 1 単位としま

すので、用紙は印刷してお使いください。  

・教育と社会貢献ともに専門単位数を算出して下さい。さらに、合計専門

単位数を算出して下さい。教育で 5 単位以上、社会貢献で 5 単位以上、

合計 10 単位以上が必要です。  

・証明書類に関しては、依頼状や委嘱状、公文書、または参画を証明でき

るもの等を必ず添付して下さい。  

 

4．  読み替えの申請方法  

  1）申請期間  

   （1）読み替え申請の期間は、  

2018 年度読替え申請期間までです。  

  2）申請書類  

   （1）専門作業療法士資格認定審査共通申請書類（前述、同様）  

（2）  専門作業療法士（摂食嚥下）読み替え申請書  ･････ 様式：専 OT-8-1 

   （3）資格認定審査料の振込を証明する書類等の写し  

  3）申請書類作成方法  

    専門作業療法士（摂食嚥下）読み替え申請書（様式：専 OT-8-1）     

     ・経験年数に関しては、前述の勤務証明書と同様に所属施設の証明を受け

合計勤務年数を算出して下さい。日本作業療法士協会入会後 10 年以上

の経験が必要です。  

     ・学会発表および論文は、必要事項を記載し、写しを添付して下さい。  

     ・教育と社会貢献についても、証明する依頼文書や委嘱状等が必要です。 

 

読み替え申請期間は終了しました。  
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【専門作業療法士資格認定審査の試験実施の概要】  

日本作業療法士協会は、毎年 1 回、専門作業療法士資格認定審査（試験）を実施する。

審査に合格した者を専門作業療法士として認定する。資格認定の有効期限は 5 年間とす

る。  

   

1．試験の目的  

 専門作業療法士を取得するための 4 つの実践を総合的に確認することを目的とす

る。  

 

2．申請要件  

1) 認定作業療法士を有すること  

2) 各専門分野における専門作業療法士取得のための 4 実践を満たしていること  

（1）  研修実践：合計 20 専門単位  

（2）  臨床実践：合計 20 専門単位  

（3）  研究実践：合計 10 専門単位  

（4）  教育と社会貢献の実践：合計 10 専門単位  

 

3．審査料  

  審査料は、5,000 円とする（振込手数料は申請者が負担）。既納の審査料は、いか

なる理由があっても返還しない。  

   振込先： 郵便振替口座 00120-7-146118 生涯教育講座  

 

4．申請方法  

次の書類を準備し、協会事務局へ書留等の記録が残る方法で送付する。封書には

「専門作業療法士資格認定審査申請」と朱書きする。  

1) 申請書類  

専門作業療法士資格認定審査申請書に必要事項を記入し、資格認定審査料の振

込を証明する書類等の写しを貼付する。  

2) 必要添付書類  

①作業療法士免許証の写し  

②当該年度の会員証の写し  

③認定作業療法士認定証の写し  

④専門作業療法士研修  生涯教育会員ポータルサイト受講記録  

⑤所属士会の会員歴証明書  

⑥分野別申請書類  

 ・研修実践に関する報告書  

 ・臨床実践に関する報告書  

 ・研究実践に関する報告書  

 ・事例報告 2 事例の登録制度への登録事例の写し  
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 ・教育と社会貢献の実践に関する報告書  

⑦資格認定審査料の振込を証明する書類等の写し  

 

5．審査方法  

1) 書類審査  

申請された書類一式を審査し、受験資格を確認する。受験資格を満たすものに

受験票を発行する。  

2) 筆記試験（四肢択一） 120 分  

出題方式  出題数  配点  出題範囲  

一般問題（専門基礎）  

30 問  60 点  

専 門 基 礎 研 修 カ リ キ

ュ ラ ム に 該 当 す る 範

囲  

 

状況設定問題（専門応

用）  
20 問  40 点  

専 門 応 用 研 修 カ リ キ

ュ ラ ム に 該 当 す る 範

囲  

 

計  50 問  100 点   

      ※合格基準は、60%以上の得点とする。  

 

6．採点と合否判定等  

試験実施後、採点し、 60％以上の得点を得たものを合格とする。合格者には専門

作業療法士の認定証が交付される。  

 

  7．再試験  

    不合格の場合は、次年度あらためて受験する。  

 

 ※各年度における資格認定審査の具体的内容については、年度毎に広報される内容を確

認する。  
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【専門作業療法士（摂食嚥下）の資格更新の概要】  （追加ページ）  

専門作業療法士の更新は専門作業療法士取得後  5 年間で以下の要件を満たすことによ

って更新することができます。   

 

①生涯教育基礎研修ポイント  25 ポイント以上   

②専門作業療法士新規取得要件（各分野）の研究実践と教育と社会貢献の実践が各々

４専門単位以上であり、あわせて  15 専門単位以上あること  

＊但し、複数分野の申請を行う場合、基礎研修ポイント及び研究実践や教育と社会貢

献の実践を重複して使用することはできません。それぞれの専門分野で基礎研修ポイ

ント 25 ポイント以上、研究実践や教育と社会貢献の実践１５専門単位以上必要とな

ります。 

専門作業療法士の更新によって、認定作業療法士の更新を同時に行うことが可能です。  

 

1．専門作業療法士（摂食嚥下）の更新申請の方法  

専門作業療法士資格更新審査申請に必要な書類を整え、協会事務局に提出します。封書

には「専門作業療法士資格更新審査申請」と朱書きしてください。  

 

 1）専門作業療法士資格更新審査 共通申請書類  

   （1）専門作業療法士資格更新審査申請書及び書類確認用紙･････ 様式：専 OT-7-1 

（2）専門作業療法士認定証の写し  

   （3）日本作業療法士協会の該当年度会員証の写し  

   （4）会員ポータルサイト基礎ポイント研究受講履歴  

   （5）都道府県士会の会員歴証明書  

   （6）更新審査料の振込を証明する書類等の写し  

 

  2）専門作業療法士資格更新審査 分野別申請書類  

   （1）研究実践に関する報告書             ･････ 様式：専 OT-4-1 

     論文、著書、抄録の写し  

（2）教育と社会貢献の実践に関する報告書       ･････ 様式：専 OT-5-1 

     証明する書類等  

     相談への対応に関する報告書          ･････ 様式：専 OT-5-2 

 

＊申請書類作成上の注意及び申請書類の記載方法については、【専門作業療法士の資格認

定審査（試験）申請の方法】を参照してください。  

 

2．専門作業療法士資格更新審査料  

審査料は、5,000 円とする（振込手数料は申請者が負担）。既納の審査料は、いかなる理

由があっても返還しない。  

振込先： 郵便振替口座  00120-7-146118 生涯教育講座  
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Ⅳ．申請書類一式  

 

1）  専門作業療法士資格認定審査申請書類確認用紙  ････ 様式：専 OT-1-1 

2）  専門作業療法士資格認定審査（試験）申請書   ･････ 様式：専 OT-1-2 

3）  研修実践に関する報告書          ･････ 様式：専 OT-2-1 

4）  臨床実践に関する報告書          ･････ 様式：専 OT-3-1 

5）  勤務証明書                ･････ 様式：専 OT-3-2 

6）  非常勤勤務証明書             ･････ 様式：専 OT-3-3 

7）  研究実践に関する報告書          ･････ 様式：専 OT-4-1 

8）  教育と社会貢献の実践に関する報告書    ･････ 様式：専 OT-5-1 

9）  相談への対応に関する報告書        ･････ 様式：専 OT-5-2 

10）受講資格証明書（専門応用研修および専門研究・開発受講申込書用）  

･････ 様式：専 OT-6-1 

11）専門作業療法士資格更新審査申請書及び申請書類確認用紙   

･････  様式：専 OT-7-1 

12）専門作業療法士（摂食嚥下）読み替え申請書    ･････  様式：専 OT-8-1 
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様式：専 OT-1-1 

   年   月   日  

専門作業療法士（摂食嚥下）資格認定審査申請書類確認用紙  

郵送する前に、全ての書類が正しく記入されているかをご確認ください。  

書類に不備があった場合には、認定審査を受けることができなくなります。  

 

会員番号：       申請者氏名：                     

緊急連絡先（TEL）：                

※  書類等について連絡する場合がありますのでご記入ください。  

書 類 名  

枚数  

（本人記

入）  

確認  

（チェック

✔）  

（本人記入）  

事務局確認  

専門作業療法士資格認定審査共通申請書類  

1．専門作業療法士資格認定申請書類確認用紙   □ □ 

2．専門作業療法士資格認定審査 (試験 )申請書   □ □ 

3．作業療法士免許証の写し   □ □ 

4．認定作業療法士認定証の写し   □ □ 

5．日本作業療法士協会の当該年度会員証の写し   □ □ 

6．生涯教育手帳受講記録   □ □ 

6．専門作業療法士研修 生涯教育手帳会員ポー

タルサイト受講記録  

 
□ □ 

7．都道府県士会の会員歴証明書   □ □ 

8．資格認定審査料の振込を証明する書類等の写し   □ □ 

専門作業療法士資格認定審査  分野別申請書類  

1．研修実践に関する報告書   □ □ 

   証明書類等   □ □ 

2．臨床実践に関する報告書   □ □ 

   勤務証明書（非常勤勤務証明書も含む）   □ □ 

   臨床研修での報告書   □ □ 

4．研究実践に関する報告書   □ □ 

   論文、著書、抄録の写し     

5．事例報告登録制度への登録 2 事例の写し   □ □ 

6．教育と社会貢献に関する報告書、証明書   □ □ 

相談への対応に関する報告書   □ □ 

    

専門作業療法士資格認定審査  分野別読み替え申請書類  

・専門作業療法士（摂食嚥下）読み替え申請書   □ □ 



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 21 /30 

様式：専 OT-1-2 

専門作業療法士 資格認定審査（試験） 申請書  

専門作業療法士（           分野）  

氏名：   会員番号：  
認定作業療法士  

認定番号：  

勤務施設名：  

連絡先住所：〒  

自宅・勤務先  

写真貼付欄  

裏面に会員番号と  

氏名を記入  

縦 4 ㎝ ×横 3 ㎝  

上半身・正面・無帽  

3 ヵ月以内に撮影  

TEL：  

事務局記入欄  ＊受験番号  

 

  ---------------------------    キ  リ  ト  リ  ----------------------------- 

 

専門作業療法士 資格認定審査（試験） 受験票  

受験番号＊  

- 
専門作業療法士（           分野） 

氏名：   会員番号：   
認定作業療法士  

認定番号：  

太線の枠内のみ記入。  

＜受験上の注意＞  

1．この受験票は、受験時に必ず携帯し受験場ではこの票を机上に置いておくこと。  

2．集合時間までに指定された席に着くこと（試験開始 30 分以上遅刻した場合は受験でき

ません）。  

3．試験会場内では時計が無い場合があるので、必要であれば持参すること（携帯電話不可）。 

4．試験会場では、試験監督者の指示に従うこと。  

 

※申請書は、年度ごとに案内される申請書を用いること。  

  



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 22 /30 

様式：専 OT-2-1 

   年   月   日  

研修実践に関する報告書  

会員番号：       申請者氏名：                     

 

1．研修実践の記録  

1)専門基礎研修  受講年月日  

1．  専門基礎Ⅰ     年  月  日  

   年  月  日  

2．  専門基礎Ⅱ   年  月  日  

   年  月  日  

3. 専門基礎Ⅲ   年  月  日  

  年  月  日  

4. 専門基礎Ⅳ  年  月  日  

  年  月  日  

   

2)専門応用研修  受講年月日  

1．      年  月  日  

2．    年  月  日  

3．    年  月  日  

4．      年  月  日  

5．    年  月  日  

6．    年  月  日  

   

3) 専門研究・開発カリキュラム  

以下の受講方法①または②のいずれか該当するものに☑をつけ、必要事項を記

入し、必要書類がある場合は添付してください。  

□①協会が指定する専門研究・開発 e-learning を受講  

             受講年月日     年  月  日  

       ＊ ICR-web が発行する修了証２枚を添付        

□②大学院にて博士・修士を修得  

             学位修得年月日      年  月  日  

             ※学位記の写しと摂食嚥下に関する学位論文の写しを添付  

 

2．専門基礎研修Ⅰ・Ⅱの一部免除条件  

  次の資格あるいは研修を修了（該当項目にチェック）  

□ 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会認定士取得  

 ※別途、証明書等を添付。  



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 23 /30 

様式：専 OT-3-1 

   年   月   日  

臨床実践に関する報告書  

会員番号：       申請者氏名：                     

 

1．摂食嚥下分野での勤務経験年数  

  ・常勤での経験年数：         年  

  ・非常勤での経験年数：         年  

    （※証明書を添付）  

          合計         年 → 専門単位       単位に該当  

 

 

2．摂食嚥下分野での経験事例数  

  ※該当事例にチェックおよび数を記入   

 小児  

(学童前 ) 

小児  

(学童～18

歳 ) 

成人～初老期  

(18～65 歳ま

で ) 

老人  

(65 歳以

上 ) 

肢体不自由・重複障害等  事例  事例  事例  事例  

発達障害・知的障害等  事例  事例  事例  事例  

中枢神経・末梢神経    

骨関節・神経筋・悪性

進行性・変性  

事例  事例  事例  事例  

外科系・内科系  事例  事例  事例  事例  

廃用性・認知症・精神疾

患・加齢  

事例  事例  事例  事例  

その他  事例  事例  事例  事例  

計  事例  事例  事例  事例  

 

   

 

 

         合計         事例 → 専門単位       単位に該当  

 

 

以上の報告に虚偽がないことを誓約いたします。  自筆署名：          印  



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 24 /30 

様式：専 OT-3-2 

   年   月   日  

勤務証明書（臨床実践に関する報告書）  

会員番号：       申請者氏名：                     

 

1．在職期間  

上記の者は当機関（施設）において常勤勤務として  

西暦      年    月より西暦      年    月までの  

計      年     月間  

□ 勤務していた 

□ 勤務している 

（該当するほうにチェックしてください）  

 

2．職位、所属  

（配置された勤務場所の名称・特徴などを具体的に記載してください）  

職位：  

所属：  

 

 

 

 

 

 

上記、内容を証明いたします。  

機関（施設）名：                      

所在地：  

 

（TEL）  

 

所属長職名：                

所属長氏名：                       印  

 



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 25 /30 

様式：専 OT-3-3 

   年   月   日  

非常勤勤務証明書（臨床実践に関する報告書）  

※  勤務形態が「非常勤」の勤務証明書に本書を例とした証明書を添付してください。  

 

会員番号：       申請者氏名：                     

 

１．在職期間  

上記の者は当機関（施設）において非常勤勤務にて  

西暦      年    月より西暦     年     月までの  

計       年    月間  

□ 勤務していた  

□ 勤務している  

（該当するほうにチェックしてください）  

 

以下にその内容を記載する  

年度（西暦）  月  勤務日数  出勤日  総時間数  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

総計      

 

   年   月   日～      年   月   日までの  

総勤務時間数は 合計           時間である。  

 

機関（施設）名：                      

所在地：  

 

（TEL）  

 

所属長職名：                

所属長氏名：                       印  



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 26 /30 

様式：専 OT-4-1 

   年   月   日  

研究実践に関する報告書：論文・著書、学会発表  

会員番号：       申請者氏名：                     

 

論文（ ISSN を取得している専門分野に関する雑誌）※写しを添付  

No  著者  他○名  題名  誌名：巻：貢：年  
専門

単位  

  

 

 

 

    

 計：     単位  

 

著書（ ISBN を取得している専門分野に関する書籍）※写しを添付  

No  著者  他○名  書籍名  出版社  年  
専門

単位  

  

 

 

 

     

 計：     単位  

論文・著書→専門単位      単位に該当  

 

学会発表 ※抄録の写しを添付  

No  演者  他○名  演題名  学会名  年  
専門

単位  

  

 

 

 

     

 計  

学会発表→専門単位      単位に該当  

 

研究実践（論文・著書、学会発表）計→専門単位      単位に該当  

 



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 27 /30 

様式：専 OT-5-1 

   年   月   日  

教育と社会貢献の実践に関する報告書  

会員番号：       申請者氏名：                     

 

教育（専門分野に関するもの）※証明書の写しを添付  

No  年月日  テーマ  内容（簡潔に記載）  
専門

単位  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 計：     単位  

教育→専門単位       単位に該当  

 

 

社会貢献（専門分野に関するもの）※証明書の写しを添付  

No  年月日  テーマ  内容（簡潔に記載）  
専門

単位  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 計：     単位  

社会貢献→専門単位      単位に該当  

 

教育と社会貢献の実践 計→専門単位      単位に該当  

 

 



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 28 /30 

様式：専 OT-5-2                          

年   月   日  

相談への対応に関する報告書  

会員番号：       申請者氏名：                     

 

相談者（職種､職位等） 対応期間  

  年  月～  年  月 

相談内容／背景  

評価内容（データ含む） 

対応した内容と経過  

結果および成果  

 

相談への対応→専門単位       単位に該当  

 

教育と社会貢献の実践 計→専門単位      単位に該当  

  



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 29 /30 

様式：専 OT-6-1 

   年   月   日  

専門作業療法士（摂食嚥下）受講資格証明書  

（専門応用および専門研究・開発受講申請用）  

会員番号：       申請者氏名：                     

専門応用研修受講資格 1~4 を下記のとおり修了しております。  

 

研修実践  

専門基礎研修  受講年月日  

1．  専門基礎Ⅰ     年  月  日 

1．  専門基礎Ⅰ     年  月  日 

2．  専門基礎Ⅱ   年  月  日 

2．  専門基礎Ⅱ   年  月  日 

3．  専門基礎Ⅲ   年  月  日 

3．  専門基礎Ⅲ   年  月  日 

4．  専門基礎Ⅳ   年  月  日 

4．  専門基礎Ⅳ   年  月  日 

※専門基礎研修Ⅰ・Ⅱの一部免除条件  

    次の資格あるいは研修を修了（該当項目にチェック）  

    □日本摂食・嚥下リハビリテーション学会認定士取得  

      別途、証明書等を添付して下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 30 /30 

様式：専 OT-7-1 

   年   月   日  

専門作業療法士（摂食嚥下）資格更新審査申請書及び  

申請書類確認用紙  

以下の書類を添えて専門作業療法士（摂食嚥下）資格更新審査を申請します。  

 

申請者氏名：                      

会員番号：             専門作業療法士認定番号：           

勤務施設名：                      

連絡先住所：（勤務先・自宅）〒                          

緊急連絡先（TEL）：               

※  書類等について連絡する場合がありますので必ずご記入ください。  

※ 郵送する前に、全ての書類が正しく記入されているかをご確認ください。書類に不備

があった場合には、更新審査を受けることができなくなります。  

 

書 類  名  
枚数  

（本人記入）  

確認  

（チェック✔）  

（本人記入）  

事務局確認  

専門作業療法士資格更新審査 共通申請書類  

1．専門作業療法士資格更新審査申請書及び  

申請書類確認用紙  

 
□ □ 

2．専門作業療法士認定証の写し   □ □ 

3．日本作業療法士協会の当該年度会員証の写

し  

 
□ □ 

4．生涯教育手帳受講記録会員ポータルサイト

基礎ポイント研究受講履歴  

 
□ □ 

5．専門作業療法士研修  生涯教育手帳受講記

録  

 
□ □ 

5．都道府県士会の会員歴証明書   □ □ 

6．更新審査料の振込を証明する書類等の写し   □ □ 

  □ □ 

専門作業療法士資格更新審査 分野別申請書類  

1．研究実践に関する報告書   □ □ 

   論文、著書、抄録の写し   □ □ 

2-1．教育と社会貢献に関する報告書、証明書   □ □ 

2-2．相談への対応に関する報告書   □ □ 

 

 

 



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 31 /30 

 

様式：専 OT-8-1 

   年   月   日  

専門作業療法士（摂食嚥下）読み替え申請書  

会員番号：       申請者氏名：                     

 

1．摂食嚥下分野での勤務経験年数  

  ・常勤での経験年数：         年  

  ・非常勤での経験年数：         年  

    （※勤務証明書を添付）           合計         年  

 

2．研究実践  

学会発表 ※抄録の写しを添付  

No  演者  他○名  演題名  学会名  年  

  

 

 

    

 計：     

 

論文（ ISSN を取得している専門分野に関する雑誌）※写しを添付  

No  著者  他○名  題名  誌名：巻：貢：年  

  

 

 

   

 計：      

 

3．教育と社会貢献  

講演や公的委員会への参画（摂食嚥下分野に関するもの）※証明書の写しを添付  

No  年月日  テーマ  内容（簡潔に記載）  

  

 

 

 

 

 

 

  



専門作業療法士（摂食嚥下） 

各論 32 /30 

 


